




























































Russian Émigré Intellectuals in 1920s and Czeckoslovakian Sociology:
Field Work around P.A. Sorokin’s A Long Journey Part 3
 Koji YOSHINO
１   長崎ウエスレヤン大学　現代社会学部　Faculty of Contemporary Social Studies，
　Nagasaki Wesleyan University，1212-1 Nishieida，Isahaya，Nagasaki 854-0082，Japan
２   邦訳書にかぎっても、古くはヒューズ（H. Stuart Hughes, 1916-1999）が編集した『亡命の現代史』（第



































フ（Николай Сергеевич Тимашев, 1886-1970）、Ｇ．

































































































































フ（Сергей Семенович Маслов, 1887–1945）、
ベーム（Альфред Людвигович Бем, 1886-1945）
らとともに編集した。
〔要旨〕『長い旅路』第10章「エミグレ（Émigré）」５

























































































































































































































７   ソローキンが雑誌『大学時代』（1923年９月）に掲載した「亡命ロシア人の準備について」という記事
による。Сорокин, П. А., 1923, “К вопросу о подготовке эмигрантской русской молодежи” Студенческие 
годы （сентябрь 1923 г.）.
８   ロシア人支援活動に関するロシア語文献としては、Лукаш Бабка и Игорь Золотарев Сост., 2012, Русская 
акция помощи в Чехословакии история, значение, наследие, Прага: Национальная библиотека Чешской 
республики、チェコ語文献としては、Anastasia Kopřivová, Středisko ruského emigrantského života v Praze 























































































９   マサリク『ロシアとヨーロッパ―ロシアにおける精神潮流の研究』（全３巻、石川達夫訳、成文社）。








































































11   今回会うことはできなかったが、この亡命知識人に関しては、ヤロミール・マハ（Jaromír Mach）氏が
研究を重ねている。http://www.slaviste.cz/index.php?page=detail&id=480-mach-jaromir-
12   ヤナーック氏によって教えてもらったことだが、それを簡単に調べることができる、いい資料があると
いう。それはチェコの主要雑誌の雑誌記事のCD-Romである。Nešpor, Zdeněk R., Anna Kopecká （eds.） 























































































































































































































　（František D. Ondřej, 1914-?）
　本名は、ジェデク・フランチシェク（Dědek 
František）。ソローキン著『現代の危機』のチェ
























































14   Helena Janišová, 1998, Zdeněk Ullrich. Příspěvek k dějinám československé sociologie 1945-1949, Praha : SLON.
15   Antonin, Vaněc, 1975, Socialni Struktura, Praha.




17   吉野浩司、2017、「寒村トウリヤからサンクト・ペテルブルク大学までの足跡を追って――P. A. ソロー
キン『長い旅路』第２部をめぐる現地調査」『長崎ウエスレヤン大学地域総合研究所研究紀要』第15巻
第１号、5-22頁。
18   Ломоносова М.В., 2014, “Российские истоки развития сельской социологии в американской академической 








































































19   ソローキンの手になる論文のみを取り上げると、第2/3号に、“То, что часто забывается,”С.14-31; “Сорокин 
Питирим Александрович,” С.140-158、第４号に、“Город и деревня: Биосоциол. характеристика,” С.3-23と



















ン（Charles Josiah Galpin, 1864-1947）やジンマー









































































































































































































　（Národní knihovna ČR - Slovanská knihovna）
　チェコ国立図書館とおなじ建物内にスラヴ図書
館が設けられている。初代館長トゥカレフスキー




































　（Slovanský ústav Akademie věd České republiky）
　９月19日にスラ
ヴ研究所を訪問す
る。目的はここに
ある亡命ロシア人
に関する文書の点
検である。残念な
がら、ソローキン
に関する資料は発
見できなかった
が、その代わりに
おもしろい文献を
見つけることがで
きた。それは在プ
ラハ・ロシア自由
大学の紀要で、そこにソローキンの友人で同じ時
期にプラハに滞在したラプシン（Лапшин, Иван 
Иванович 1870-1952）の論文があった。それに加
えて、ちょうど筆者が訪問していた時期に開催中
であった、「亡命ロシア人」に関するパネル展示
について紹介してもらい、そちらに向かうことが
できた。間接的な情報を得ることができるのも、
現地調査の醍醐味である。
　帰り道に、近くにあった古書肆で、在庫を確認
してもらう。ソローキンやブラハ、あるいはチェ
コ社会学史に関するものを検索してもらうと、２
件ヒットした。１冊目は、チェコ語訳ソローキン
『現代社会学理論』（1936年）で、720頁の大冊であっ
た（写真左）。すでに本稿第５章で触れたズデ
ニェク・ウルリヒによるマックス・ウェーバーの
社会学に関する章が付与されているのが特徴であ
る。もう１冊は、1947年に刊行された雑誌『社会
学評論』のマサリク特集である（写真右）。
図表９　スラヴ研究所
　図表10　スラヴ研究所蔵のラプシンの論文（左）と古書店で購入した本（右）
　図表11　レトフラーデク・フヴィェズダと亡命ロシア人の展示
◆亡命ロシア知識人展
　亡命ロシア人の展示を見に行く。レトフラーデ
ク・フヴィェズダ（Letohrádek Hvězda）という建
物の中で開催されているという。「星の離宮」と
でも訳すべき貴族の別荘である。最寄り駅で道を
訪ねたが、よく知らないという答えであった。駅
前の地図を頼りに歩いてみると、森のようなもの
を発見し、その森を抜けると、写真の建物に到着
― 70 ―
1920年代の亡命ロシア知識人とチェコスロヴァキア社会学
した。かつての貴族が狩猟を行った森、というこ
とで散歩をする人がちらほらといるだけであっ
た。プラハの喧騒からいったん離れて、すがすが
しい森の散策となった。
　さっそく建物の中に入ってみる。ロシア革命の
混乱後、プラハに逃れてきた人々の手による、文
学、詩、生物学、絵画、彫刻、映画、舞踊などの
展示物が、所狭しとならんでいた。主催者は、国
立文学博物館（Památník národního písemnictví）で
あった。文学や芸術の分野が圧倒的に多いのはそ
のためであろう。社会科学者や哲学者に関する展
示品が少なかったのは残念であった。やはり、
チェコ国内でも、社会科学者や哲学者の亡命ロシ
ア知識人にまでは、研究の手が届いていないよう
な印象をうけた。このあたりのことを、今後研究
を進めていく上で、掘り下げていかなければなら
ないと痛感した。
まとめにかえて
　本稿を締めくくるにあたり、ソローキンにとっ
てチェコとはどのような存在であったのかを記し
た一文を紹介しておきたい。それは『革命の社会
学』の序文である。ソローキンはプラハでの大半
の時間を、英語の習得と研究にあてた。その研究
の中でも主力を傾けたのは、自らのロシア革命体
験を社会学的研究に昇華させた、『革命の社会学』
の草稿の完成であった。これはロシア語で書かれ
たものである。アメリカにわたって最初に出版さ
れた著作が、この『革命の社会学』の英語訳だっ
たというわけである。その序文には、次のように
明記されている。「本書はチェコスロヴァキア共
和国で書かれた。そこで私は、1922年10月のロシ
アにおいて、ソビエト政府から追放されて以来、
もっとも暖かい受け入れ先と友誼を見出した。
チェコスロヴァキアの人々と政府のもてなしのお
かげで、私はこの仕事を達成することができた」
と。この『革命の社会学』の出版をもって、ソ
ローキンのロシアおよび亡命知識人としての生活
は終わりをつげる。その後は、華々しいアメリカ
での活躍が彼を待ち受けていた。
　以上の調査を振り返ってみて、筆者には、１つ
の想念が頭に浮かんでいる。それは、東欧の社会
学にあって、欧米の社会学にないのは何だろうか
と考えたばあい、それはスピリチュアル研究だと
いうことである。
　社会学ではこれまでスピリチュアルな問題に対
し、距離を置いてきた、とされてきた。一例を挙
げると、1940年代末に着手されたソローキンの利
他主義研究は、長らく社会学の間では無視されて
きた。再評価がなされるようになったのは、半世
紀を経た2010年代になってからである。社会学に
おいても、ようやくスピリチュアリティに関する
真摯な研究が求められるようになったことの１つ
の表れであろう。
　しかし、社会学は本当にスピリチュアリティに
対して距離を置いてきたのであろうか。話を西欧
社会学に限定するとそういえるかもしれない。し
かし、ロシア・東欧圏の社会学の歴史を紐解く
と、必ずしもそうとは言えない。1989年以降の社
会主義崩壊以降、ロシアおよび東欧では、社会主
義以前の学問と思想の見直しがさかんになってき
た。「ブルジョア社会学」として切り捨てられて
きたものの再評価が深められつつある。その成果
から、現代において本当に学ぶべきものを引き出
すとするならば、それはスピリチュアリティの社
会学ということになろう。
　ロシアでは、ベフテレフによる動物の共感の実
験と発見は、パブロフをして驚愕せしめた。東欧
では、ブラハ社会学が共感と倫理の研究を深めて
いる。その学問的伝統は、チェコ社会学における
ブルノ学派として位置づけられているものであろ
う。ソローキンも利他主義研究として、スピリ
チュアリティの研究を進めた。今回、インタ
ビューに応じてくれたヤナーック氏が語ってくれ
た「非言語的コミュニケーション」に関する研究
課題も、ある意味では、スピリチュアリティの探
求といってもいいものであろう。
　近年、ようやくスピリチャリティに関する学問
的関心は、例えば福祉におけるスピリチュアルケ
ア、観光学におけるスピリチュアル・ツーリズム
などとして、ちらほらと見られるようにはなって
きた。欧米の社会学ではあまり見られないスピリ
チュアリティの探求こそ、ロシア・東欧圏の社会
学がもっとも独創性を発揮できる分野である。調
査の結果、そのような想念を強く抱いている。
※ 本研究は科研費 基盤研究（C）「研究課題：初
期ソローキン社会学にみる利他主義 研究の萌
芽―ロシア時代の未公刊・新資料の分析」
（16K04043）の助成を受けたものである。
